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教育実習報告／講演会だより
文大だより／ぶんだい堂

特集　
新校舎整備工事着工 !!
TOKYO2020 オリンピック・パラリンピック
新型コロナ禍における大学の対応（連載）



　２００９年に「公立大学法人」に移行し、創立
６０年以上経つ都留文科大学は、『菁莪育才』を学
訓に時代の変化に迅速に対応できる幅広い教養を備
えた職業人、社会人の育成を行う「知の拠点」とし
ての役割を担っています。この歴史を受け継ぎ、全
国から学生が集う独自な特性・恵まれた自然環境・
開学より温かな関係を築き上げてきた地域の人々と
のつながりを大学運営に有効に生かしたキャンパス
整備を行います。

旧南都留合同庁舎の建物と土地を活用した新校舎整備工事が着工
しました。

新校舎整備工事着工!!

令和 3 年 9 月 7 日（火）には新校舎の工事安全祈願祭
を行い、山下理事長、藤田学長をはじめ堀内富久都留市
長など関係者約 20 名が出席しました。

https://youtu.be/k99pvaGXRGU

新校舎イメージムービー

2 ２０２１年１２月１７日（金）



　新校舎は鉄筋コンクリート４階建て、総敷地面積
は約 10,000㎡、延べ床面積は約 3,800㎡。学生と地
域住民の交流拠点にもなるような計画で、１階には
市民や学生が自由に出入りできるカフェを開設しま
す。また、事前予約をすれば市民も利用できる多目
的教室も設備します。３階には教員を目指す学生が
教育実習の練習に利用できる模擬教室を設置すると
ともに、これまで１号館等にあった教職支援セン
ターを移転し、教員養成大学としてのブランド力向
上を目指します。

２階のカフェコモンズ（イメージ）。市民も活用できる利便性
の高いスペースを設置します。

２階の多目的教室（イメージ）。その他３階の多目的教室には
３D プリンターなどのデジタル機器、工作機器を設置し、も
のづくりの拠点となる空間を整備します。

３・４階のラーニングコモンズ（イメージ）。自学自習や学生
間の交流、公開講座等を自由に行える共用スペースとして設置
します。
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五輪が身近なものに
地域交流研究センター特任講師　佐野　夢加

　2021 年６月 26 日。私は聖火ランナーとして
地元富士川町をかけた。
　沿道には近所の方々が見にきてくれ、左を見て
も右を見ても知っている顔ばかりだった。
　まさに地元を走るという事はこういう事なんだ
と実感した。
　自分自身がロンドン五
輪に出場して目に焼き付
けてきた聖火の火を、次
世代へ繋げていく過程に
関われるのは嬉しいと感
慨深い。私が走ることで、
五輪が身近なものに感じ
てもらえたらと願い、聖
火を次へ繋げた。

TOKYO 2020の聖火ランナー
学校教育学科特任教授　柳　　宏

　1964 年，東京五輪があり，当時 12 歳の元気
少年は「オリンピックに出たい！」と思いました。
中高はバレーボール部です。超進学校だったので
競技レベルは低く関東大会にやっと出場しまし
た。オリンピアンの夢は諦めましたが，スポーツ
に関わる人生を選択し
体育教員になりました。
　 今 回 TOKYO 2020
の聖火ランナーとなり，
五輪に関わることが出
来ました。幼い頃の夢
がちょっぴり叶いまし
た。聖火リレー楽しかっ
たー !!

TOKYO2020特集

聖火リレー

　私たち都留文科大学合唱団は、6 月 27 日（日）
富士山パーキングで行われた「東京 2020 オリン
ピック聖火リレーセレブレーション」に出演して
きました。
　昨年度からご依頼をいただいており、楽しみに
しておりましたが、無念にもコロナウイルスが一
変させてしまいました。今年度も状況がなかなか
好転せず、オリンピックの開催が決まっても直前
まで出演できるかどうか定かではありませんでし
たし、私たち団員としても出演して良いのか何度
も悩みました。しかし、コカ・コーラさんをはじ
めとする関係者の方々に万全の感染対策とサポー
トをしていただき、当日は全力で楽しみながら演
奏することができました。
　オリンピックに、日々励んでいる合唱演奏とい
う形で携わることができたことは一生の思い出で

す。将来、大学生活を振り返ったときに、このよ
うな経験を思い出すことができるのはとても幸い
なことです。機会をくださり、ご協力くださった
方々へ改めて感謝申し上げます。

東京2020オリンピック聖火リレーセレブレーション
コカ・コーラステージ

都留文科大学合唱団　団長　天童　虹

▲トーチを持って走る佐野
　さん（地元富士川町にて）

▲トーチを持って走る柳先生
　（西桂町国道にて）

▲東京 2020 オリンピック聖火リレーセレブレーション
　（富士河口湖特設会場にて）

4 ２０２１年１２月１７日（金）



　８月 24 日に行われた東京 2020 パラリ
ンピック競技大会開会式で、水泳コーチの
谷口裕美子さん（平成３年度本学卒、本学
非常勤講師）がコーチ及び役員代表として
選手団主将の車いすテニス男子・国枝慎吾
選手と副主将のゴールボール女子・浦田理
恵選手とともに、「チームの名誉のために
パラリンピックムーブメントの基本原則に
則り、パラスポーツを通じて世界をよりよ
い共生社会にするために、このパラリン
ピック競技大会に参加することを誓いま
す」と力強く宣誓しました。

東京パラリンピック競技大会開会式宣誓

　令和３年７月 25 日（日）に都留市民総合体育
館において、本学地域交流研究センターと、都留
市教育委員会のオリンピック・パラリンピックホ
ストタウン事業との共催市民公開講座事業とし
て、『佐野夢加 親子かけっこ教室』を都留市内の
小学生とその保護者を対象として開催しました。
コロナ感染症対策として 15 組に限定しましたが
小学校 1 年生から 6 年生まで、親子 32 名の参加
となりました。
　今回指導を行ったのは、ロンドン五輪陸上競技
日本代表の佐野夢加特任講師と本学陸上部の学生

3 名です。
ウォーミングアップのランニングから始まって、
ラインの上を走るライン走やマーカーコーンを利
用したスキップやマーカー走などを通して、走る
コツを学びました。
　最後に今回の東京オリンピック聖火ランナーで
もあった佐野さんの聖火トーチを使った親子リ
レーも行い、その後は東京オリンピック・パラリ
ンピックのボードの前での撮影会も行われまし
た。東京オリンピック開催期間中でもあったこと
から、記憶に残る親子公開講座となりました。

市民公開講座　親子かけっこ教室
共催：地域交流研究センター
　　　都留市教育委員会のオリンピック・パラリンピックホストタウン事業

▲谷口裕美子さん（向かって一番左側）

オリンピック・パラリンピック

▲マーカーコーンを利用したスキップ走 ▲聖火トーチを持って佐野夢加さんとの撮影会
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新型コロナ禍における大学の対応（連載）

新型コロナ禍における授業等の教育活動

学長補佐（教務担当） 　佐 藤 明 浩

　令和 2 年（2020 年）2 月より日本でも感染が広がった新型コロナウイルス（COVID-19）の流行
により、日本国内の大学においても入試、新学期開始などに大きな影響と変化が起こった。都留文科
大学においても、3 月よりさまざまな対応が断続的に起こっている。都留文科大学学報は大学の記録
誌としての性格をもち、後世に対して「都留文科大学」を伝える役割がある。今事態は推移している
中ではあるが、新型コロナウイルスへの対応を後日振り返るための記録として、特集を組みたいと思う。
新興感染症の流行は長ければ数年にわたるもの（スペイン風邪では 2 年～ 3 年）であり、本特集は著
者を変えて今後断続的に報告をおこないたい。

新 型コロナウイルスの感染拡大のなか、感染防
止対策を講じた大学の活動も 2年度目を迎

え、後半に入っています。これまで、本学では、授
業等の教育活動、部活等の課外活動において、感染
の広がりがみられる事例は生じていません。学生、
教職員のみなさまが感染防止に努めていただいてい
る結果であり、新型コロナウイルス感染症等対策本
部（以下、対策本部）の一員として、感謝を申し上
げます。
　本学では、昨年度当初に対策本部、そのもとに対
策チーム・学生部門（リーダー：加藤めぐみ学長補
佐（学生担当）・保健センター長）、同・教務部門（リー
ダー：佐藤）が置かれ、後に同・情報部門（リーダー：
杉本光司副学長（学生・教育担当））が加えられ、学生、
教職員の健康と安全を守りながら学修の機会を適切
に確保すべく、対策を続けてきました。以下、授業
実施等につき、1年半余りの対応をふりかえってお
きます。

令和 2年度前期
　昨年度前期は、授業開始を 1 週間ほど遅らせて 4
月 22 日からに変更、遠隔授業のみで始めることと
し、また、定期試験期間（8 月 5 日～ 11 日）を補
講期間に変更しました。入学式は中止、各学年のオ
リエンテーションは、原則オンラインによる実施と
なりました。この間、遠隔授業実施に備えて、ウェ
ブ会議システム Zoom の体験学習会も行われまし
た。新型コロナの感染拡大が続き、緊急事態宣言の
適用が全国に拡大されるなか、5 月中は遠隔授業の
みの実施とせざるをえませんでしたが、対面授業開
始への準備もすすめました。各教室の座席の数と配
置を密接、密集を避ける仕様に整える、手指消毒用
アルコール液を教室入口等に適切に配備する、授業
形態と感染防止対策について担当の教員と協議する
などです。
　5 月には新規感染者数が減少傾向に転じ、6 月 17
日から、実験・実習・実技を伴うなど対面が必須で
ある科目について、対面授業を開始しました。一方、
遠隔授業が続く科目も多いなか、コロナ特設サイト
を設け、情報部門が授業方法や教材についての情報
を提示していくことや、学生の ICT 相談員が諸々
の相談に応じるなどのサポートがなされるようにな
りました。遠隔授業では出される課題が多くなり過
ぎる傾向のあることから、教務委員会から留意と配
慮を求める通知も出していただきました。

特
集

6 ２０２１年１２月１７日（金）



　対策本部会議では、教育、研究、課外活動、窓口
業務など大学の諸活動について、感染状況、社会情
勢に対応する活動指針を策定し、7 月 28 日から適
用しました。当時のレベルは 4 段階あるうちの 2（制
限（中））と判断されました。そして、結果的には、
令和 2 年度中はレベル 2 が適用され続けることとな
ります。
　前期授業の成績については、遠隔授業を実施して
きた科目では、対面の試験は行わず、各科目担当者
には遠隔による方法で評価をしていただきました。

令和 2年度後期
　7 月から 8 月にかけてのいわゆる第 2 波の影響で、
後期からも活動指針レベル 2 が続くこととなり、遠
隔授業が中心となりました。一度も教室で授業を受
けたことがない 1 年生も多くいるというこれまでに
なかった状況が続くなか、対面授業の機会を増やそ
うと模索が続き、遠隔授業を実施している科目にお
いて、回数を限定して対面授業を行うことを可能と
することなどを試みました。また、全体の活動指針
についても見直しが行われ、レベル 1 と 2 の間にレ
ベル 1.5 を新設するなどの改訂を施した活動指針が
12 月 16 日に示されました。後期授業開始頃には、
1 号館の各教室に換気扇を設置する、教室等にアク
リル板、パテーションを配備、設置する、各建物の
入口などに自動検温器を設置するなどの感染防止対
策がすすんでいたこともあり、活動指針の改訂と並
行して、レベル 2 でもより広く対面授業を実施でき
るよう、対面の範囲を広げた設定を準備しました。
ただし、すでに授業期間がすすんでいたこと、年末・
年始をピークとする第 3 波が訪れたこともあり、新
しいレベル 1.5 または 2 については、次年度から本
格的に運用する見込みとなりました。
　なお、学外授業や授業以外の対面による教育活動
については、保健センターのアドバイスによって感
染防止対策を講じていただいたうえ、それらを対策
チーム・教務部門が確認し、対策本部会議に提案、
その承認を経て実施していただくことが続きまし
た。

令和 3年度
　昨年度末には、感染状況が落ち着いていたことか
ら、今年度は、改訂後の活動指針レベル 1.5 により
活動を開始することとし、授業については、履修者
数が多い教養科目ではオンデマンド授業、他の科目
では対面授業を実施することとしました。4 月後半

には第 4 波が訪れ、東京都などには緊急事態宣言が
出されましたが、山梨県内とくに富士東部では、感
染の広がりがみられなかったことから、レベルは変
更せず、7 月まで、学内では感染者が出ないまま、
上記の授業形態を続けることができました。ところ
が、7 月末から 8 月上旬にかけて、学生等の感染が
相次いで報告され、地域の状況も急速に悪化しまし
た。定期試験は 2 日目以降、急遽中止せざるをえず、
成績評価についても緊急の対応を強いられることと
なりました。活動指針のレベルは、8 月 5 日からレ
ベル 3 に引き上げとなり、山梨県にもまん延防止等
重点措置が適用される厳しい状況が続きました。
　後期もレベル 3 での開始を予定していましたが、
9月半ばあたりから感染状況は急速に好転したため、
10 月 1 日から活動指針のレベルを 2 に引き下げ、
11 月 1 日からは 1.5 への引き下げを予定したところ
でこの原稿を書いています。

昨 年度初めは突然のように全面遠隔授業が始ま
り、今年度前期末には急遽定期試験が中止と

なるなど、予期しなかった、未体験のことが続きま
したが、大きな混乱なく授業等がすすめられました
のは、学生、教職員のみなさまの協力によるもので
す。教務委員会ほかの各委員会、各学科、各センター、
事務局の尽力にも支えられています。あらためてみ
なさまに感謝申し上げます。コロナ禍下の授業実施
等については、検討課題も多くありますが、紙幅に
余裕がなく、言及することができません。これまで
もさまざまなご意見等をいただいておりますが、今
後ともご提言、ご助言をいただきながら、可能な限
り体勢を整えていきたく考えております。引き続き
ご協力いただけますよう、お願いいたします。
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本学における
新型コロナウイルスワクチン
職域接種を終えて

新 型コロナウイルス感染症は、本学において
も対面授業の機会が大きく失われるなど、

通常の大学での生活を送ることに制限をかけるこ
とを余儀なくされたり、海外留学の夢を実現する
ことが難しくなってしまった学生、さらには課外
活動やアルバイトなどもできなくなり、様々な社
会経験をつむ機会を失いました。

　このような、状況において、令和 3 年 6 月 7
日に内閣官房長官より企業や大学で行う「新型コ
ロナウイルスワクチン職域接種」の申請受付を開
始する旨の発表があったことを受けて、本学では、
学生・教職員の健康を守り、さらにワクチン接種
に関する地域の負担を軽減し、接種の加速化を図
るため 6 月末に申請をいたしました。
　この間、大学事務局にワクチン班を立上げ、ワ
クチン接種を希望する学生及び教職員を把握する
ためのアンケートの実施や医療機関、実施日程、
接種方法等の打ち合わせを重ねる中、8 月に厚労
省から実施の承認通知を受け、山梨大学医学部
付属病院の協力により 1 回目のワクチン接種を 9
月 4 日、5 日、2 回目のワクチン接種を 10 月 2 日、
3 日の日程により、予定人数 1600 人を対象に実
施することを決定しました。
　実施日程が決まってからは、ワクチン班による

ミーティングを数多く重ね、安全かつ効率的な接
種体制を構築するためにはどのようにしたらよい
か四苦八苦の連続でしたが、当日は、接種者が約
30 分間の滞在時間で円滑に接種を実施すること
ができました。また、接種後の副反応がある学生
にも医師・看護師による迅速な対応により、安心
して運営することができました。
　今回のワクチン職域接種は、4 日間にわたり、
医療従事者延べ 87 人、大学事務職員延べ 74 人
が業務を担う一大事業となりましたが、1468 人
が 2 回目の接種を無事に終了することができまし
た。
　今後において、学生が一日も早く安心して生き
生きとした学生生活を送ることができることを願
い、実施にあたりご協力いただきましたすべての
皆様に心から感謝申し上げます。

Topics

8 ２０２１年１２月１７日（金）



令和３年度
第１回ＦＤ講演 (研修 )会開催
	

７ 月 28 日水曜日、長引くコロナ禍において、
大学として安全・安心なキャンパスの実現

をさらに目指すため、本学産業医の川島健司医師
を講師に迎え、「コロナウイルス感染症の現状と
教育現場における感染症対策について」と題した
ＦＤ講演 ( 研修 ) 会を開催しました。
　コロナ禍の昨今、新型コロナウイルス感染症に
関する理解を深めるとともに、感染症対策を講じ
た授業の工夫や学生への配慮のヒントを得られる
よう、対面及びオンライン形式で実施し、教職員
129 名が参加しました。
　研修会では、プロジェクターを用いて、新型コ
ロナウイルスの最新情報や罹患した場合の症状及
び後遺症について説明を受け、また、感染予防の
基礎知識、感染防止対策とワクチン接種の有効性
について学びました。
　専門家の方からの分かりやすい説明に、参加者

からは「ぼんやりとした知識が鮮明になりスッキ
リした」、「ワクチン接種を不安に感じている学生
に正しい情報を伝える必要性を感じた」、「不織布
マスク着用や室内換気の正しい理解が必要だと再
認識した」等、感想が寄せられ、教職員間で感染
症対策に関する基本情報の共有が出来て良かった
と好評でした。
　なお、この研修動画を、学生も含めて多くの関
係者が視聴できるよう、学内サイトにおいて公表
しております。
　本学ＦＤ委員会では教職員の資質の向上と適切
な学生指導を目指し、有意義な研修を定期的に開
催して参ります。

「都留市コロナに負けるな！
市民生活応援商品券」配布

令 和３年度は、コロナ禍において収入が減少
した学生や地域経済のために、昨年度に引

き続き都留市と協力し「都留市コロナに負ける
な！市民生活応援商品券」を在学生全員に送付い
たしました。
　６月に 3,391 名、11 月に 3,342 名に 3,000 円
分（共通券 2,000 円、地元店舗券 1,000 円）の商
品券を送付し、大学生活の一助となりました。
また、都留市に住民票を移している学生には市民
として、都留市から 6 月に 5,000 円（共通券 2,000
円、地元店舗券 3,000 円）、11 月に 10,000 円（共
通券 2,000 円、地元店舗券 8,000 円）の商品券が
送付されてお
ります。
　都留市にお
住まいの学生
は、この機に
適切な住民票
の異動をお願
いいたします。

パルシステム山梨様から

生 活協同組合パルシステム山梨様からの、「コ
ロナ禍で、バイトができない、仕送りが減っ

たなどの経済的な理由などで生理用品の入手が困
難な学生を支援したい」との申し出により、生理
用品 200 箱を寄付していただきました。
　生理用品は、７月 28 日にパルシステム山梨　
理事長　梅原さまに直接都留文科大学に持ち込ん
でいただき、その際に大学職員と学生の支援につ
いて意見交換を行いました。
　7月29日30日に行った学内での配布の際には、
学内サイト・Twitter などで周知をし、多くの学

生が訪れまし
た。
　パルシステ
ム山梨様のご
厚意に心より
感謝申し上げ
ます。
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教育実習報告

　３週間、母校である群馬県の高校で教育実習をし
てきました。ただでさえ、授業準備や進路指導で忙
しい中、感染拡大によって指導の仕方も工夫しなけ
ればならない状況で、時間を割いてご指導いただい
た先生方、高校には感謝しかありません。
　実習の内容としては、担当したクラスの朝と帰り
の「ホームルーム指導」、他の先生方の「授業参観」、
自身の「授業準備と実施」、校長をはじめ先生方に
授業を見ていただき、講評をいただく「研究授業」
がありました。
　朝のホームルームでは短い時間で必要なことを伝
えつつ、生徒の体調を顔色などから把握し、１時間
目にうまく受け渡さなければなりません。私は、い
つもより元気のなさそうな生徒がいたら、ホーム
ルーム後少し話し、体調が悪そうなら後ほど保健室
に行くことを勧めたり、週番の生徒に気にしてあげ
るよう声がけしたりしました。
　授業参観では、国語科の先生方はもちろん、他の
教科の授業も積極的に参観させていただきました。
プロジェクターを使い、板書の時間を短縮したり、
総合の授業では、生徒が興味を持ったトピックから
グループを作り、1 年間かけて自由に研究し、論文
で発表させるという、ゼミのような授業をしたりし
ており、私が高校生だったころよりも新しい授業の
方法を取り入れていることに驚きました。
　自身の授業では、２年生普通科３クラスの古文を
担当しました。同じ普通科の２年生でも、クラスに
よって、生徒によって雰囲気や理解度が全く異なり、
ただ同じ授業を３回繰り返すだけではうまくいきま
せんでした。そこで、各クラスの担任の先生に生徒
の雰囲気や指導のコツを聞き、授業の展開に役立て
たり、指導担当の先生に付き合っていただき、何度
も授業の練習を行ったりしたところ、次第に生徒も
理解してくれるようになりました。また、他の先生
方の授業を参観し、授業の工夫を真似したり、社会
科で冠位十二階や平安京を扱っていれば、古文の内
容と結びつけて導入する、教科横断型の授業を展開
したりすることで、社会科だけでなく、古文の理解

にもつなげることができました。
　掃除の時間や帰りのホームルーム、部活動など授
業以外の時間では、積極的に参加し会話をするよう
にしました。その中で、自分が思っている以上に、
生徒は私のことを理解しようとしてくれていること
を知りました。お互いに知ろうとしてくれているこ
とが分かり、信頼関係が構築されると、自然と授業
もうまくいくようになりました。
　今回の実習を通して特に感じたことは、私が生徒
の立場だったとき、先生方がどれだけ私たちのこと
を考えてくれていたかということです。指導担当の
先生に何度も言われたことで「先生にとっては何度
もある日常のひとつかもしれないけど、生徒にとっ
ては一生に一度の大切な高校生活だから、失敗は許
されない」という言葉が深く心に刻まれています。
実際に授業を生徒にしてみて、先生方の裏側を見て
みて、全ての先生が生徒に対して情熱と責任をもっ
て取り組んでいることを知り、改めて、教師になり
たいという想いが深まり、指導者としての責任を自
覚することができました。社会に出るまでの短い時
間を、少しでも有意義に過ごし、胸を張って教壇に
立てるようにしたいです。

時代に合わせた教育の形
国文学科４年　角　　  拓　哉

➡先生と生徒たちからいただいたお花と寄せ書き
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　私は、５月に母校である長野県の高校で４週間
の教育実習を経験させていただきました。はじめ
に、新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される
中で、教育実習生として受け入れていただいたこ
とに改めて感謝の気持ちでいっぱいです。
　教育実習は、私にとって実際の高校生と関わる
初めての経験でした。そのため、はじめは戸惑う
部分も多くありましたが、日数を重ねるごとに
堂々と教壇に立てるようになりました。教育実習
では数えきれないほど多くの学びがありました
が、今回はその中から二つ紹介します。
　一つ目の学びは、「理論通りにはいかない」と
いうことです。教育実習までの三年間、大学の教
職関連科目で学んできた内容はすべて、教育の「理
論」の部分でした。たとえば、実習までに何度か
英語の模擬授業を経験してきましたが、相手（生
徒役）はすべて大学生でした。しかしながら、現
場で授業をする相手は高校生です。実習中の授業
においては、大学生相手の模擬授業であればすん
なり進むような箇所が、高校生にとってはつまず
きやすいポイントで指導案通りに授業が進まな
い、という場面が数多くありました。また、教材
研究の段階で「つまずきポイント」として準備を
進めていた部分が意外にもすんなりと進み、予想
にもしていなかった部分でのつまずきが見られる
こともあり、目の前にいる生徒に合わせた授業を
展開していくことの大切さや難しさを学ぶことが
できました。さらに、このような経験を踏まえて、
事前に行う教材研究の意義についても深く考える
ことができました。教材研究の段階で、可能な限
り想定される質問に対する答えやポイントの解説
を多く準備しておくことにより、臨機応変に授業
を進めていけることを実感しました。
　二つ目の学びは、「授業以外での関わりが大切
である」ということです。私は実習期間中、でき

る限り授業以外の生徒の姿や先生方の行動にも目
を向けながら生活しました。部活動の見学や、先
生方の授業外での生徒への接し方を拝見するなか
で、教科指導以外でのかかわりによって築かれる
信頼関係が、肝心の授業に生きているということ
を学びました。また、先生方の生徒をいちばんに
考えて行動されている姿から、学校という現場の
根幹には、「これからの社会の担い手」を育むた
めの一貫した生徒指導方針があるということを体
感することができました。
　教育実習では数多くの学びがありましたが、
“ 教師になりたい ” という気持ちがより一層強
まったことは、いちばんの収穫だと感じています。
同時に、「教師としての自分」に不足している知
識や能力を再発見するきっかけとなり、残りの大
学生活を通して克服していかなければならないポ
イントを知ることができました。実習での経験を
踏まえて、自分の目指す教師像に少しでも近づけ
るよう、今後も励んでいきたいと思います。

実りに満ちた 4週間
英文学科４年　小金澤　惇　矢

➡実習最終日に生徒たち
からいただいたもの
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教育実習報告

　私は、8 月の末から 3 週間、母校（中学校）に
て教育実習を行いました。新型コロナウイルス拡
大により、緊急事態宣言が発令されている中での
実習となりました。そのような環境下で受け入れ
てくださった校長先生を初めとした実習校の先生
方、手厚いご指導と、ペアワークやコミュニケー
ション活動で支障をきたすことがないよう学校全
体に働きかけてくださった指導教諭の先生には非
常に感謝しております。
　実習期間は毎日が出会いと学びに溢れており、
とても充実していました。私は 3 年生４クラスの
授業を担当させてもらい、合計 32 時間分授業を
しました。それだけ準備をすることが多く、毎日
帰るのが遅くなってしまい、弱音を吐いてしまい
そうになりました。しかし、授業を楽しみにして
いる生徒を目の前にするとそんな辛い気持ちを忘
れて生徒と過ごす時間を心から楽しんでいる自分
がいました。時間をかけて生徒のことを考え、行
動に移すことができると生徒も真剣に授業を受け
てくれていたことから、教師のやりがいを感じる
ことができました。また担当クラスでは楽しい話
だけではなく、自身の経験を基に残り少ない中学

校生活をどのように過ごすべきか真剣に語りかけ
ることもできました。合唱コンクールが控えてい
たということもあり、クラスが一体となって良い
合唱をつくり上げるきっかけとなりたく、道徳の
時間を頂き自身の合唱コンクールの経験を基に授
業をさせていただきました。生徒は「最後は嬉し
涙で終わりたい」とモチベーションを高めていま
した。合唱コンクールは実習期間終了後だったの
で実際に聴くことはできませんでしたが、後日最
優秀賞を取ることができたと電話で報告してくれ
ました。3 週間という短い期間しか一緒に過ごす
ことができなかったものの、私もクラスの一員と
してとても嬉しく感じました。
　指導教諭には毎日遅くまで授業準備及び学級経営
について相談にのっていただきました。私が中学生の
頃からお世話になっている先生だったので、私の
中学校生活や今の性格を踏まえてアドバイスを頂
くことが多かったです。自身の経験から生徒に何
を教えてあげられるか、一緒に考えてくださるこ
とで、自分に自信を持って生徒の前に立つことが
できました。先生の支えがあったからこそ、最大
限の思いで生徒に向き合い実習を終えることがで
きたと感じており、感謝の気持ちでいっぱいです。
　大学に入学してから実習が始まるまでの約 2 年
半、教職課程や英語科教育法の授業で教師として
の素質・授業の組み立て方を勉強してきました。
生徒を目の前にして、学んだこと全てがセオリー
通りに進むことはありませんでした。しかし、理
解を深められる授業づくりや生徒との関わり方な
ど、学んだことを意識して実習に臨むことで、自
身の学びと教師の在り方の考えの深まりに繋がり
ました。実習で学んだことを踏まえて今後はより
教育について考えを深められるよう、一生懸命学
んでいきます。

教育実習を振り返って
英文学科３年　板　垣　彩　夏

➡実習最終日に生徒から頂いた贈り物　
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　私は今年の 5 月 31 日から 6 月 19 日までの 3
週間、国語科の教育実習生として母校で教育実習
を行った。３週間の教育実習を通して学んだこと
は、大きく分けて２つある。
　１つ目は、教材への理解を深める方法だ。私は
３週間の内、２週目から授業を担当し、合計 11
回授業を受け持たせて頂いた。それらの授業を行
う上で、特に大変だったことが毎日の教材研究で
ある。私が担当した題材は『山月記』だったのだが、
私自身『山月記』を高校時代に学んだことがなく、
今回の教育実習で初めて触れた文学作品だったた
め、授業づくりやそれに伴う教材研究には大変苦
労した。
　教材研究をやり始めた当初は、ただひたすらに
教科書を読み込もうと努力したのだが、『山月記』
の漢文調をベースとした文体や語彙に悩まされ、
教材研究はおろか教科書を読み進めることでさえ
満足にできなかった。そこで一つ思いついたのが、

『山月記』の解説をしている動画を活用すること
である。実際に、YouTube を始めとした動画配
信サービスでアップロードされている解説動画な
どを最大限活用して『山月記』の内容を深く理解
し、多様な観点から『山月記』を分析しようと試
みた。また、そのような解説動画の多くは、単に
教材の内容や知識を述べているだけではなく、視
聴者がより分かり易く内容理解をすることができ
るように沢山の工夫が動画内に凝らされている。
そのため、そのような解説動画を見れば見るほど
自分の理解が深まるだけではなく、生徒に『山月
記』を教える際に意識した方が良いポイントや、
人に知識を分かり易く伝えるために必要なテク
ニックなども学ぶことができた。
　2 つ目は、ICT（情報通信技術）を用いた授業
実践の方法である。現在 GIGA スクール構想に
伴い、多くの学校で児童生徒向けの一人一台端末

と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備
することで、ICT 教育の実践が全国的に広まっ
ている。そのような学校教育の変化を踏まえ、私
も授業ではプロジェクターを用いて黒板にパワー
ポイントのスライドを直接投影し、各スライドの
内容が印刷されたプリントを配布した。また、黒
板に直接投影する工夫としてスライドの背景を黒
にし、文字を白と黄色に限定するなどして、どの
生徒にも分かり易い授業づくりを心掛けた。その
結果、他の教科と比べて板書に時間が取られやす
い国語の授業でも、板書は重要な語句のみに留め
ることができ、各回の授業で生徒と対話しながら

『山月記』について一緒に学びを深めることがで
きた。
　実習期間中は慣れないことばかりで心労が絶え
ることがなかったが、それ以上に今後教員を目指
す上で必要な心構えや、教材を様々な角度から分
析する方法を学ぶことができた。特に ICT を絡
めた現代的な授業を実践できたことは、今回の教
育実習で得た大変貴重な経験であり、来年に控え
ている小学校での教育実習においても大いに活か
していきたい。

ICT×工夫×学び
国際教育学科４年　駒　走　聡　俊

➡実習期間の様子
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教育実習報告

　私は、6 月の上旬から 3 週間、母校の高校で教
育実習を行った。昨年に引き続き、新型コロナウ
イルスの感染が収まらない中でも、実習生を受け
入れて下さった母校に感謝したい。コロナ禍の高
校生活は、私が経験したものとは大きく異なって
いた。毎朝の体温測定、ランチパーテーションの
使用、密にならない環境づくりなど、「生徒の安
全を守る」という教師の重要な役割の一つを実感
した。特にコロナ禍での学園祭に向けた取り組み
は、多くの制限があった。それでも生徒たちは自
分達で考えながら工夫し、学園祭ができることに
感謝しながら準備に臨んでいたことが印象に残っ
ている。
　私は、「生徒と積極的に関わり、信頼関係を築
くこと」および「教科の専門性を高めること」と
いう２つの目標を掲げて実習に臨んだ。実習の初
日から、清掃や休み時間に生徒に積極的に話しか
けた。生徒が何の部活に入っており、学園祭では
どの部門なのか、どんな悩みを抱えているのか、
どんなことに楽しみを感じるのか、少しでも理
解しようと行動し続けた。HR 担当クラスの 2 年
6 組の生徒たちはあだ名を考えてくれ、教室以外
でも私を見かけると名前を呼んでくれた。他クラ
スの生徒たちも声をかけてくれることが増えてい

き、少しずつ生徒たちが心を開いてくれるのがわ
かり嬉しかった。特に印象に残っているのは、生
徒が「先生に英語を教えてほしい！」と言ってく
れ、朝早くに学校にきて一緒に英語のプレゼン
テーションの原稿を作ったことだ。実習生の私を
一人の教師として頼ってくれたこと、感謝された
ことが嬉しかった。生徒の学習の助けになれたこ
とを実感した瞬間だった。
　教科の専門性を高めることについては、全学年
の英語科の授業を見学させていただき、授業展開
や教材の使い方、発問の意図などを学んだ。3 週
間の実習を通して学んだことは、指導案通りに行
く授業はないということだ。私は大学の授業で学
んだ Oral	Introduction をパワーポイントを使っ
て行うことに挑戦した。1 回目の授業にはかなり
の時間をかけて指導案を作り準備をしたが、テレ
ビにパワーポイントが映らないということが起こ
り、パニックになった。このような想定外のこと
が起きることが多々あったが、指導教諭に助言を
いただきながら、徐々に柔軟に対応できるように
なっていった。想定外のことも楽しみながら生徒
と一緒に学んでいく姿勢が大切だと学んだ。また、
同じ授業でもクラスの特性に合わせた指導が重要
だと改めて実感した。想定外の発言や意見からも
学ぶことが多く、実習後半は余裕を持ちつつ楽し
みながら授業を行うことができた。実習の集大成
でもある研究授業では「生徒が集中していた。」

「堂々とした態度で授業を通して生徒との信頼関
係が見られた。」と評価していただけた。
　3 週間という短い期間ではあったが、教師とい
う仕事の楽しさ、大変さ、責任など多くのことを
学ぶことができた。２つの目標も達成できた。3
週間の思い出と母校での出会いは、今後の私の人
生において大きな支えになるだろう。今後も周り
の人に感謝を忘れず、学び続けていきたい。

教育実習での学び
国際教育学科４年　廣　瀬　あゆみ

➡生徒からもらった花束やメッセージカード

14 ２０２１年１２月１７日（金）



　私は、10 月上旬から 3 週間、母校である山梨
県の小学校で教育実習をさせていただきました。
担当は 3 年生でした。先生方には忙しい中、多く
の指導をしていただき、教育実習以前より一層「教
師になりたい」という思いが強くなりました。人
数の少ない学校であったため、子ども一人一人と
深くかかわることができました。子どもたちの豊
かな発想や知識の量など、実際に現場で子どもた
ちと関わってみないとわからないこともあり、私
自身新しい発見がいくつもありました。非常に充
実した教育実習になりました。
　実習初日が運動会で、やるべき事は担当の先生
から言われていましたが、子どもたちとどのよう
に関わるべきかわかりませんでした。なので、子
どもたちとたくさん関わることを目標にして取り
組みました。低学年や高学年の表現や子どもたち
が一生懸命頑張る姿を見てとても感動しました。
子どもたちは大人を感動させるほどのパワーを
持っている、また、子どもたちの成長を運動会な
どの行事でも見ることができる教師はとても良い
仕事だと思いました。
　教育実習を終えて最も大切だと思ったことは、
子どもたちとの信頼関係を築くことでした。授業
を行うにも、運動会や校外学習などの学校行事を
行うにも、教師と子どもたちの信頼関係が築いけ
ていないと成立しないものであると感じました。
また、信頼関係が築けていると、授業内での子ど
もたちの発言やつぶやきが増え、そこから話題を
広げていったり新しいことに気付けたりなど、子
ども主体の学びができると授業を行って感じまし
た。大学でも模擬授業などを経験してはいました
が、相手が大学生と子どもでは全く違うものでし
た。発問をするタイミングや日常生活と結びつけ
た内容にすることで子どもの興味関心が高まるな

ど学ぶことがたくさんありました。子どもの反応
はとても正直で、その様子を見ながら臨機応変に
対応していく必要があると学びました。
　また、担当学年以外の授業観察に行かせていた
だく機会がありました。学年によって指導の仕方
や授業の進め方が違うとわかりました。それぞれ
の学年の実態や学習のレベルにあった授業展開を
必要があるため、教師はまず、子どもの実態を把
握することから始めることが大切だと学びまし
た。その上で、子どもたちとの信頼関係を築いて
いくとよいとも学びました。
　教師の授業を行う姿だけでなく、授業以外での
仕事も知ることができました。テストの丸付けを
したり、次の日の授業の準備をしたり、子どもた
ちの様子を他の先生方と共有したりなど、子ども
たちがより良い学校生活を送れるように常に動い
ているのだと感じました。
　これから本格的に教員採用試験に向けての準備
が始まります。この 3 週間で学んだこと、新しく
発見したこと、子どもたちと過ごして感じた気持
ちを大切にし、頑張っていきたいと思います。

教育実習で学んだこと
学校教育学科 3年　小　坂　も　え

➡がんばれ！もえ先生の会
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教育実習報告

　私は、母校の小学校にて３週間教育実習を行っ
た。新型コロナウイルスの影響から、分散登校が
行われており、対面とオンラインとのハイブリッ
ト型授業を展開していた。そのため、今日顔を合
わせた児童は昨日とは違う面々で、児童とは１週
間に２,3 回しか直接会えず、学級全員がそろっ
て登校するところを見ることはなかった。分散登
校中毎日オンライン授業の児童もいたため、一度
も会えなかった児童もいる。また、急遽全児童オ
ンライン授業となり、教室には誰もいない中で授
業を行った日もあった。そんな状況の中で実習を
させていただけてとても貴重に思う。
　私は教育実習を通して、授業経営・児童との関
わり・学級経営・教師の在り方・オンライン授業
( コロナ禍の学校教育 ) について等、数多くのこ
とを学んだ。その中で自分自身実習を通して変わ
れたと思うことを話していこうと思う。私は、自
分の行動や選択に対して常に誰かの正しさを基準
に考える。それは、自分の行動は誰かにとって正
しいものか、誰かに否定されるような間違った行
動でないか、というような自身で正しさを決めず
目先の誰かの基準に合わせることである。はっき
り言うと行動に対して意志がない。しかし、実習
を通して、意志は必需品であり、共に責任も持つ

べきだと学んだ。授業や学級経営においても、児
童と関わる際も、どの面においても必要であった。
授業経営で大切なのは本時や単元で児童に一番理
解してほしいことは何か、教師自身がねらいを明
確に持つことである。実習当初は担任の先生を前
にして授業をするため、児童と向き合うというよ
りかは先生から指摘されないような正しい授業を
行おうとしていた。指導書通り一般的な流れの進
行をするが、相手は目の前と画面上にいる児童で
あり、あらゆる視点からくれる考えを、どこに落
としたいのか判断できなければ、児童の声が活か
せないと痛感した。自分が授業内で何を伝えたい
か意志を持つとともに、それを裏付ける理解度と
教材に対する自己追求が授業を行う上での責任で
あると感じた。
　学級経営も担任の意志が重要であった。今回、
全学年の授業見学をさせていただいたが、教室に
入るだけでその学級の色がはっきり存在し、担任
が持つ学級への願いや思いが児童や教室から分か
るものだった。これだけは許すことが出来ないと
いう譲れない点を持つことや、思いを形として具
現化するには、朝の会や帰りの会でどう伝えるべ
きなのかを考えることが大切だと教えていただい
た。私の研究授業中、校庭にドクターヘリが着陸
する事態が起きたときも、安全面や児童への指示
の判断は教師の立場である私が行った。学校現場
ではいつ何が起こるか分からない、誰かの判断に
任せるのではなく私の意志と責任が児童に影響す
ることを経験した。
　私は、３週間の実習でここでは触れてないが、
もちろん児童との思い出も山ほどあるけれど、自
分自身一番変われたこととして、意志と責任を持
つことの重要性を痛感したことである。今まで合
わせていたのではなく、責任逃れをしていたのだ
と気づけたとともに、自分の意志に責任を持つた
めに今後は学ぶ姿勢を大切にしたいと思った。

意思と責任
学校教育学科３年　髙　橋　み　く

➡児童が描いてくれた笑顔の私

16 ２０２１年１２月１７日（金）



　私は、6 月に 3 週間、高校の教育実習を世界史
で行った。大学でこれまで学んだことを発揮して
いこうと最初は意気揚々と取り組んでいった。し
かし、実習 4 日目で自分の力不足を痛感させられ
る。最初に指摘されたのは、学習指導案だった。
誤字脱字や指導案を人に見せるときに内容を理解
してもらえないなど書き方を注意された。2 週間
目から私は本格的に教壇に立って生たちの前で授
業を行った。先生からは、「生徒たちが初めて学
ぶつもりで取り組みなさい」と言われ、そのこと
を考慮して授業を行ったつもりだった。しかし、
実際は、生徒に質問したら、予想外の質問が来た
り、生徒が悩んでしまったりと、質問の仕方や授
業内容の取扱い方など、課題が多く出た。わずか
数日の間で、自分の自信といったものは打ち砕か
れた。自分は生徒が考えられるような、発展的な
授業をしてみたいと思っていたが、それどころの
問題ではなかった。現場に立って初めて、自分に
足りないものが何かを気づかされたのだ。指導受
けてから、私は初心に帰って、教科書を読み直し、
単語の意味を調べ直した。内容はその学校の生徒
に合わせたものにしなければならず、それに合わ
せて、授業の導入に用いるネタを考えた。授業の
形がなっていなかった私は、導入を何分、展開を
何分、結論を何分にするかなど細かく考え直した。
その上で私は再び授業に臨んだ。わかりやすく、
決めた授業の時間通りに取り組んだ。その結果、
先生から「少し良くなった」と評価された。その
後も指導を受けながら進め、研究授業では、及第
点をいただいた。もっとわかりやすい授業を作っ
ていきたい。そのためにこれからも精進していく。
　また、生徒との交流に関しては、授業終了後や、
放課後の時間、自分の持っている授業以外の特別
活動の時間などで、生徒たちと交流し、世界史以
外の授業や授業以外で生徒がどんな顔を見せるの

かを見ていった。しかし、もう少し自分から積極
的に関わっていくべきだと思った。コロナウイル
スのことを考え、生徒に万が一のことがあっては
と考えたり、学園祭が近かったため、その準備の
邪魔をしてはいけないと考えたりするあまり、自
分が担当したクラスや、出身の部活動などに顔を
出すことが少なかったのではないかと考える。そ
こをもう少し力を入れて取り組めば、もっと良い
実習になったと考える。
　3 週間の実習では、母校の多くの先生方が厳し
くも、丁寧に指導し、心配していただいた。その
中で自分の未熟さを痛感し、さらに学ぶことが必
要だと再認識された時間だった。その中で特に嬉
しかったのは、生徒たちが、授業終わりに質問に
来てくれたことだ。自分の授業で世界史に興味を
持ってくれたことが何より嬉しかった。教育実習
で私は教師になりたいという思いはより強くなっ
た。この経験は私の中で貴重で、大切なものであ
る。この時の思いを忘れずにこれからも励んでい
きたい。

学び続ける
地域社会学科４年　小　尾　英　廣

➡生徒たちから貰った色紙と花束、授業で使った資料集
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教育実習報告

　私の教育実習は高校 1 年生の世界史を担当しま
した。この実習を通して、授業が難しいことやど
のように生徒との関わりを作ることができるのか
を実感しました。
　授業が難しいとは授業準備から始まり、具体的
に 3 つあります。1 つ目は授業内容をいかに簡潔
に分かり易くかつ、情景をイメージできる説明を
行えるかという点です。生徒は世界史を学ぶのが
初めてであるため、イメージをすることが容易で
はないので想像しやすいように話すことを意識し
ました。しかし、その話が多いと授業で何を学ぶ
のかが分からなくなってしまうことがあります。
そのため、簡潔にまとめ、イメージがしやすい
という説明のバランスが大切です。2 つ目に、発
問するときに何をどのように問いかけると、着目
してほしいことについて生徒が考えられるのかと
いう点です。各授業のトピックの中で重要な部分
を取り上げ、発問を考えますが、生徒の捉え方と
一致する形で問いかけができない場合、着目して
もらいたい部分においての思考ができないことを
学びました。また問いかけ方だけではなく、その
物事の説明が不十分の場合も生徒自身のイメージ

が出来上がらないため、発問しても何を考えるべ
きなのかを掴むまでに時間がかかってしまうこと
もありました。3 つ目は、同じ授業進度のクラス
を複数担当する場合、1 回目とそれ以降では授業
の質が変わってしまうという点です。1 回目の授
業では、説明がまとまっていなかったり、分かり
にくい説明になってしまったりしました。自分自
身は 1 度作った授業で何回か授業を行いますが、
生徒からすればたった一度の授業なので、責任を
もって 1 回目からしっかり授業を行える準備をし
なければいけないと思いました。
　どのように生徒との関わりを作るかについて
は、HR 担当の先生の姿勢から学ぶことが多くあ
りました。朝の HR の時間の前に教室に行き、簡
単に掃除をしながら生徒に声をかけていたり、帰
りの HR の終わりにクラスに残る生徒に話しかけ
ていたりしました。私もそれに倣い、朝や帰りの
時間を使い、生徒に積極的に話しかけました。し
かし、朝や帰りの時間では、関わりを持てる生徒
は少なく、あまり関わりが持てない生徒の方が多
くなってしまいました。そのため、授業中や授業
前後の時間も貴重な関わりを持てる時間であり、
工夫が必要であると感じました。また、生徒に取
り組んでほしいことがある場合に HR 担当の先生
が率先して行っていたことに感銘を受けました。
例えば、読書月間として朝に読書の時間が設けら
れる場合は、先生は早めに教室に向かい、静かに
読書をしていたり、ある生徒の追試として英単語
の試験がある場合には、その生徒から試験範囲を
聞き一緒に勉強したりしていました。私は、生徒
がどうしたら取り組む「声掛け」ができるかとい
う考えしかなかったので、自ら姿勢で示すことの
大切さを教えてもらいました。
　授業についても、生徒との関わりについても学
ぶことが多く、力不足の部分を強く実感しました。
この経験を活かし、残りの大学生活で学びを深め、
教員として働く中で実践を積み重ねていきたいと
思います。

実習で学んだこと
地域社会学科４年　鈴　木　智　弓

➡生徒からもらった色紙

18 ２０２１年１２月１７日（金）



講 だ会 よ り演

　2021 年度国語国文学会春季講
演会は、慶應義塾大学名誉教授の
佐藤道生先生をお迎えしました。
昨年度は春秋いずれの講演会もコ
ロナ禍でやむなく中止となりまし
たが、一年ぶりに、会場とオンラ
イン配信というハイブリッドの方
式で無事に開催することができま
した。
　佐藤先生は日本漢文学、とりわ
け句題詩研究の第一人者として知
られています。ですが、近年に
なって研究が飛躍的に進展したこ

の「句題詩」については、馴染み
のない人もいるでしょう。「句題
詩」とはそもそもいかなるものな
のか。先生はまず、『年中行事絵巻』
という絵画資料を映しながら、王
朝貴族が漢詩を作るのはおもに宮
中詩宴の場であったこと、そして
その詩宴では、出席者は主催者の
定めた詩題にしたがって詩を作っ
たこと（これが句題詩）を、わか
りやすくご解説くださいました。
続いて、具体的に作品を読み解い
ていきながら、次第に句題詩には

日本独自の作詩ルールが形成され
てゆき、独特の発展をみせること
をお話しくださいました。漢詩と
いう中国伝来の文学様式でありな
がら、中国とは異なる日本独自の
表現や形式を発達させてゆく句題
詩は、以後和歌の詠みかたにも影
響を与えるほか、後代の連歌・連
句を生み出す母体となるなど、日
本文学史上に大きな役割を果たす
ことになります。また、句題詩制
作の過程で、日本独自の意味を持
つ漢語（和製漢語）も数多く生み
出されました。漢籍知を継承して
きた平安貴族が、彼らの時代に築
いた言葉の世界、楽しんでいた文
学の世界の一端を垣間見せてくだ
さるような、充実した講演会でし
た。

（国文学科教授　長瀬由美）

都留文科大学国語国文学会春季講演会

王朝漢語の源泉─句題詩の世界
開　催：６月30日（水）
講演者：佐藤道生氏

講
師
紹
介

佐藤道生
慶應義塾大学名誉教授。専門は古代・中世
日本漢学。著書に『句題詩論考　王朝漢詩
とは何ぞや』（２０１７年、勉誠出版）、『平安
後期日本漢文学の研究』（２００３年、笠間
書院）、和歌文学大系47『和漢朗詠集　新
撰朗詠集』（共著、2011年、明治書院）など
がある。
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講 だ会 よ り演

　11 月 10 日、本学特任教授で作
家の多和田葉子先生と、翻訳家の
満谷マーガレット先生をお招きし
て「越境する白熊―国境と言葉の
サーカス」と題する講演会を開
催した。今回は Zoom を用いたハ
イブリット形式で、多和田先生
の『雪の練習生』とその英訳であ
る Memoirs of a Polar Bear	をテキ
ストとしたワークショップを行っ
た。英文学科の学生はもとより、
国文学科、比較文化学科などの学
科からも多くの学生が参加したほ
か、一般の方もみえた。
　講演会に先立ち、英文学会では
夏季休暇期間に『雪の練習生』を
読み、各自で感じたことを共有し
たり、日本語版を読んで各自が英
訳し、英語版の表現と比較したり
する事前学習を行った。
　ワークショップでは、学会生か
らの発表に多和田先生と満谷先生

2021年度後期英文学会講演会報告

越境する白熊―国境と言葉のサーカス
開　催：11月10日（水）
講演者：多和田葉子氏・満谷マーガレット氏

講
師
紹
介

からレスポンスをいただいた。
　多和田先生は自分がイメージす
る身体と本当の身体は違っている
と考え、物語を白熊視点で描くこ
とで未知の人間そのものを表現し
たかったと語った。多和田先生は、

「もし自分がホッキョクグマだっ
たら」とか「もし自分がソ連に住
んでいたら」と、普段の自分とは
異なる視点で作品を書くことを意
識されていたようだ。
　また、翻訳についてもお話をい
ただいた。『雪の練習生』につい
ては、先生自らが日本語版とドイ
ツ語版を書かれた。英語版は先生
のドイツ語版を英訳したものと
なっている。ドイツ語と英語はイ
ンドヨーロッパ語族のゲルマン語
派に属しているため、先生のドイ
ツ語の表現がほぼそのままで英訳
されたという。
　学会生は、英語の表現や英語の
文章量が日本語版の文章量よりも
少ないことに違和感を感じてい
た。これに対し多和田先生は日本
語とドイツ語の違いから英語の表
現と日本語の表現に違いが生まれ
たと語った。日本語は相手の同意
を求める表現をするが、ドイツ語
では相手に媚びることはない。ま
た、満谷先生は、日本語の表現は
回りくどい表現が多く、一方、英
語表現は簡潔に表現されると話し

た。学会生が試みた英訳に対して
英単語の選択や言葉遊びについて
満谷先生から指摘されることが多
かったが、総じて好評であった。
　質疑応答では、ある学生が多和
田先生にフィクションに境界線が
あるのかと質問をした。曖昧な質
問だったが、先生は質問の要点を
素早く掴み、作品内で、説得力が
残り続ける限り境界線はどこにで
も設定できると話した。同様に満
谷先生も作品の中に論理があれば
作品は成立すると述べ、お二人と
も学生の質問に完璧に答えられ
た。
　講演会を通して、私たちとは異
なるホッキョクグマの視点から見
てわかる人間社会の問題について
改めて考えさせられた。また、近
しい関係にある言語間では翻訳で
生じる表現の差はほぼないが、特
性が異なる言語間での表現の差は
大きいと学んだ。その差を生かし
ながら、慣用句や音を使った表現
を見直したり、二つ以上の異なる
意味を使う単語に付与したりする
技法を学べて有意義だった。今回
の講演会は英文学を学ぶ学生だけ
でなく他の分野を学ぶ学生の興味
も喚起するものであり、たくさん
の人が学びを感じることができた
素晴らしいものであった。

（英文学科　山内勇人）

多和田葉子（英文学科特任教授）
1982 年早稲田大学第一文学部ロシア文学
科卒業。同年ドイツに渡り 2006 年まで
ハンブルグ在住。ドイツの書籍取次会社で
1987 年まで働きながら、チューリッヒ大
学博士課程修了。1992 年に芥川賞を受賞
した『犬婿入り』や 2003 年に谷崎潤一郎
賞を受賞した『容疑者の夜行列車』を始め、
ドイツ語での作家活動ではシャミッソー文

学賞、2016 年にはクライスト賞を受賞。今回のワークショップの
題材である『雪の練習生』は 2011 年に野間文芸賞を受賞している。
2020 年 11 月 には紫綬褒章を受章された。

満谷マーガレット
アメリカ、ペンシルバニア州ピッツ
バーグ出身。ウスター大学卒、東京
大学大学院比較文学比較文化修士課
程修了。椙山女学園短期大学部、東
京工業大学、大妻女子大学、共立女
子大学等で教える。多和田葉子、角
田光代、大江健三郎などの作品を翻
訳。訳書にThe Eighth Day（角田

光代『八日目の蝉』）、  An Echo of Heaven（大江健三郎『人
生の親戚』）などがある。多和田葉子氏の『献灯使』の翻訳
The Emissary はアメリカで最も権威のある文学賞の一つで
ある全米図書賞（翻訳文学部門）を受賞した。
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　比較文化学会は７月７日（水）
に「＃ SEO セックスプロジェク
ト」メンバーを迎え、「若者が取
り組む正しい性教育の普及」と題
した講演会を開催した（講演者と
2102 教室をオンラインで結ぶハ
イブリッド開催）。「＃ SEO セッ
クスプロジェクト」のメンバーは、
中島梨乃氏、前田かや子氏、伊東
勇気氏の 3 名である。当日は、約
60 名が参加し、活発なやり取り
がおこなわれた。
　まず、伊東氏より「日本の性教
育の問題」について説明がなされ
た。日本では、性教育が原因によっ
て性行為を行う年齢が早まると考
える人が多いため、教科書でも直
接的な表現を避ける傾向があると

いう。また、伊東氏によれば、学
校で性教育を受けても「自分には
関係が無い」と考えてしまう人が
多い。そこで伊東氏は、情報が必
要となったときに、インターネッ
トですぐに正しい知識が得られる
ような環境づくりこそ重要である
と述べた。
　次に、中島氏より活動の目的
について説明があった。「＃ SEO
セックスプロジェクト」の目的は

「安心して性知識が得られるサイ
トを検索上位に出すこと」である。
これは、メンバーのひとりが性暴
力被害に遭い、そのさい、親にも
相談ができず、インターネットで
支援先を探したものの、信頼でき
るサイトに辿り着けなかった経験

をもつことが活動のひとつのきっ
かけとなった。中島氏は、活動を
通じてとくに性暴力の被害者や、
性に関心を持った子どもへの支援
を行いたいと話した。また、イン
ターネットで「死にたい」という
キーワードで検索した場合、厚生
労働省の相談ダイアルが表示され
るのに対して、「痴漢」と検索し
た場合にはニュースやアダルトサ
イトが表示されてきた事実を指摘
し、彼女たちは、性被害者がすぐ
に支援窓口にたどり着けるように
する取り組みを行ってきたことを
述べた（なお、2021 年 11 月 1 日
現在、内閣府の性犯罪・性暴力に
関する相談窓口が表示される）。
前田氏は、「何かを変えたいと思
う人は、感情のこもったストー
リーで説明をすると良い」と述べ
たうえで、「当事者の問題」が「社
会の問題」になることを願ってい
ると結んだ。
　参加者からは、性教育の重要
性が社会に定着すべきである、

「＃ SEO セックスプロジェクト」
が人権上必要な活動であることを
理解したなど、様々な意見が寄せ
られた。

（比較文化学科　下田理世）

比較文化学会2021年前期講演会

若者が取り組む正しい性教育の普及
開　催：7月7日（水）
講演者：中島梨乃氏
　　　　前田かや子氏
　　　　伊東勇気氏

講師紹介

＃SEOセックスプロジェクト
（中島梨乃氏、前田かや子氏、伊東勇気氏）

性や人権の問題に取り組む大学生 3 人によるプロジェク
ト。全ての人が必要なときに必要な性知識にアクセスで
きる環境を求めて活動を行っている。
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講 だ会 よ り演

　今年度の講演会は、学科の学生
が運営する都留文科大学国際教育
学会との共催で「北欧デンマーク
の教育と参加型デモクラシー」と
題して行われました。国際教育学
科創設５周年企画として実施した
ものです。講演者には能條桃子
さん ( 一般社団法人 No	Youth	No	
Japan 代表理事 ) と原田亜紀子さ
ん ( 慶應義塾高等学校教諭 ) のお
二人をお招きしました。新型コロ
ナ感染症防止対策からオンライン
で開催しましたが、沢山の申し込
みがあり北欧デンマークの教育や
若者の政治参加への関心の高さが
うかがわれました。
　講演では、能條さん、原田さん
それぞれより話題提供をいただい
た後、お二人にクロストークを行っ
ていただき、最後に参加学生との
質疑応答を行いましたが、お二人
のエネルギッシュなトークに時間
はあっという間にすぎていきまし
た。質疑応答のコーナーは、国際
教育学会役員の麻生修司さん（１

年生）が司会を務めてくれました。
　能條さんは、デンマーク留学を
きっかけとして若い世代の政治参
加に関心を持ち、帰国後大学 3 年
生の時に「No	Youth	No	Japan」
という若者の政治参加を促す団体
を Instagram を活用して立ち上げ
た方です。話題提供では、デンマー
クにおける若者の高い投票率や積
極的な政治参加の前提として、民
主主義を育てる土壌や仕組みが確
立していること、また幼稚園の時
から自分で考え他人との合意形成
を大切にする教育が実践されてい
ることなど、デンマーク留学の体
験談を交えながら紹介してくださ
いました。「若者が声を届け、そ
の声が響く社会へ」、そんな社会
をつくりたいという能條さんの熱
い想いが伝わる講演でした。
　一方、原田さんは高校社会科教
員として目の前の生徒たちをどの
ように責任ある市民に育てるかと
いう関心から市民性の育成や民主
主義教育に関心を持ち、若者の声

2021年度国際教育学科 創設５周年記念講演会

北欧デンマークの教育と参加型デモクラシー
開　催：９月22日（水）
講演者：能條桃子氏＆原田亜紀子氏

講
師
紹
介

能條桃子氏
No Youth No Japan 代表理事
慶応義塾大学大学院経済学研究科修士 1 年
デンマーク留学をきっかけに政治に関心
を持つ。現在、約６０人のメンバーと共
に、Ｕ - ３０の若者が政治参加する社会
を目指して、活動中。ハフポスト日本版
U30 社外編集委員

原田亜紀子氏
慶応義塾高等学校社会科教諭
コペンハーゲン大学社会学部 客員研究員
東京大学教育学研究科にて博士号を取得
デンマークのユースカウンシル ( 若者議
会 ) における若者の政治参加を研究
共著『北欧の教育最前線』明石書店
(2021)

を社会づくりに反映させているデ
ンマークのユースカウンシル（若
者議会）について研究をされて
きた方です。話題提供では、能
條さんの話にあった「若者が声
をあげるデンマークの文化」が
歴史的にどのように形成されて
きたか、特に 19 世紀後半に農民
の主体形成のための学校である

「フォルケホイスコーレ」を構想
した教育者グルントビィ (N.F.S.	
Grundtvig1783-1872) やグルント
ビィの思想を継承し「生活形式の
民主主義」を唱えたコック (Hal	
Kock	1904-1963) の思想を辿りな
がら解説してくださいました。
　「日々の実践の中で試行錯誤を
しながら学んでいくのが民主主義
の本質であり、対話や民主主義の
問い直しには絶え間ない人間形成
が必要である。だから教育が大切
なのだ」という原田さんの言葉は、
国際教育学科の教育理念や北欧交
換留学のめざすものとも重なるも
のがあります。若者の声が響く社
会をつくるためには、若い世代の
新しい発想や行動力を大切にする
文化や風土をこれまで以上に育て
ていく必要があるでしょう。今回
の講演を通して、どのように学生
たちの社会参加の意識を高め、よ
り民主的で平和な社会を作ってい
くか、学生たちと共に考えるよい
機会をいただいたように思います。

（国際教育学科教授　原和久）
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学 生 の 活 動

　私たち吹奏楽部は、10 月 30 日に行われた全日
本吹奏楽コンクールに初出場し、銀賞をいただき
ました。
　７月 31 日の山梨県大会直後から、大学での新
型コロナウイルスの感染拡大で活動禁止になり、
９月 12 日の西関東大会は県大会の録音による審
査となりました。会場で演奏できなかったことは
非常に悔しい思いをしましたが、全国大会への推
薦をいただくことができ、活動再開を切に願う
日々でした。10 月４日の活動再開後、制限があ
る中でしたが、全員で工夫しながら、時間を大切
に練習を重ね、本番を迎えることが出来ました。
これまでに味わったことのない達成感でいっぱい
でした。
　今年のコンクールは、新型コロナウイルスの影
響を大きく受けたものでしたが、その中でも全国

大会銀賞という成績を残すことが出来ましたの
は、講師の先生方、学校職員の方々、OB の皆様、
地域の皆様の御支援のおかげです。応援してくだ
さった全ての方々に感謝申し上げます。
　これからも皆様に私たちの演奏をお届けできる
よう、全員で音楽を追い求めていきます。今後と
も御支援賜りたくお願い申し上げます。

 吹奏楽部部長　菊地希美

　私たち都留文科大学合唱団は約	60 年の歴史を
持ち、清水雅彦先生のご指導のもと精力的に活動
しています。11	月 20 日 ( 土 ) には、岡山県で行
われた第	74	回	全日本合唱コンクール全国大会
大学ユースの部に出場し、『金賞』ならびに『文
部科学大臣賞』、そして次大会への出場権にあた
る『シード賞』を受賞することができました。
　昨年から引き続き練習に制限がある中、諦めず
に暗中模索し、オンラインで筋トレや体幹といっ
た体づくりや、歌詞及び曲の解釈をして対面練習
に備えて参りました。
　団員と実際に声を合わせることが出来ない日々
は、もどかしく、悔しい気持ちの繰り返しでした
が、だからこそ今年は歌えることの喜びや楽しさ、
そしてその環境を与えてくださっている皆様への
感謝の気持ちでいっぱいです。この場をお借りし

て感謝申し上げます。
　全国大会では、" 文大サウンド " に、儘ならな
いこの世の中への平和，平穏を祈る気持ち、そし
て、支えてくださる全ての皆様への感謝を込めて
演奏いたしました。
　応援してくださる皆様と掴みとった全国 1	位。
これからも都留文科大学合唱団は皆様と共に、さ
らに進化してまいりたいと思います。

合唱団団長　天童　虹

••••

••••

吹奏楽部

合 唱 団
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令和三年度都留文科大学

体育会副会長兼應援團團長

蟹沢川　荘

押 忍。令和三年度都留文科大学体育会副会長を務めさせていただいて
おります。硬式テニス部所属の蟹沢川荘と申します。副会長の仕事

は鶴鷹祭の應援團長になります。應援團は各部から一人ずつ本部員という
役員を選出し、男子本部員全員で結成され、昼夜の練習に励みます。今年
度は 2 年連続で鶴鷹祭が中止になってしまいましたが、伝統を引き継ぐた
めに、保健センターの許可のもと應援團の活動のみ行わせていただきまし
た。私にとってこの期間は忙しいものでしたが、一生忘れない経験ができ、
最高の演舞ができたことを誇りに思います。この動画とエールが少しでも
皆様のもとに届くと幸いです。

鶴鷹祭
～伝統の應援團演舞動画制作～

　蟹沢川君をはじめ、應援團の
皆さんお疲れさまでした。鶴鷹
祭が二年連続で中止を余儀な
くされ、途絶えかけていた伝
統を未来に引き継ぐことができ
ほっとしています。来年からは
鶴鷹祭が復活し、都留文・高崎
経済の両校による熱戦が復活す
ることを祈願するとともに、現
在は負け越しているため、来年
のホーム開催では勝利できるよ
う体育会一同精進いたしますの
で、これからもご援助・ご声援
のほどよろしくお願いします。

体育会会長　
浜名康生

▲都留文科大学
　應援團演舞

▲都留文科大学
　應援團演舞ダイジェスト
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昨 年度も行った芸能人企画と花火
に加え、初の学生参加型オンラ

イン企画「どきどき⁉オンラインビン
ゴ」と「体験型ムービー」という企画
を行いました。芸能人企画ではお笑い
芸人のハナコさん、すゑひろがりずさ
ん、ゆにばーすさんの３組による学生
限定ライブを配信しました。サイン色
紙プレゼントもあり、特別なライブに
なりました。オンラインビンゴ企画は、
参加者に定員がありましたが参加希望
者は定員人数を超え、企画への期待を
感じました。企画は無事に進行し、目
玉景品の Switch		Lite 等、おうち時
間を充実できるような景品を当選者に
届けることができました。企画後には
参加者から好評の声が届き、参加者の
表情は見えませんでしたが、楽しんで
いただけたのだと実感しました。
　桂川祭を締めくくったのは毎年恒例
の花火。新型コロナウイルス感染症対
策として観客が密集していないかを実

行委員で大学構内・周辺を巡回しまし
た。多くの人の花火を見上げる表情に、
今年も無事に打ち上げられた安堵と喜
びがこみ上げて来ました。
　一日のみの開催ではありましたが、
沢山の方に楽しんで戴くことができ、
一実行委員として大変嬉しく思いま
す。開催にあたり協力してくださった
方々、また企画に参加してくださった
皆様に、この場を借りて御礼申し上げ
ます。来年度以降の桂川祭にもご期待
とご協力いただけると幸いです。本当
にありがとうございました。

　10月30日に『BALLOON』
というテーマのもと第66回
桂川祭を開催しました。コロ
ナウイルス感染症の拡大状況
に左右されながらの準備とな
りかなり難航しましたが、無
事当日を迎えることができま
した。
　また、各方面から温かい言
葉を沢山戴き、学生参加型オ
ンライン企画という初の試み
で不安なところはありました
が、無事開催することができ
て本当に良かったなと思いま
した。支えてくださった実行
委員の皆さんと大学職員の
方々、また地域の方への感謝
の気持ちでいっぱいです。こ
れからも桂川祭実行員会をよ
ろしくお願いします。

桂川祭実行委員長
城生真那

第66回桂川祭
オンライン開催

▲ビンゴ黒板　作成風景 オンラインビンゴ企画▲
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　夏季オープンキャンパスは、7 月 17 日（土）
及び 18 日（日）の 2 日間、来場形式で開催しま
した。昨年度はコロナウイルス感染予防のため、
全て Web・オンラインで実施しましたことから、
キャンパスでの開催は 2 年ぶりとなりました。
　コロナ禍であることから、これまでとは主に次
の点で配慮を加えて実施しました。
　1 点目は、完全事前予約制・人数限定で実施し
たことです。受入人数の上限を概ね過去の実績値
の半分程度とし、事前予約制で学科説明会や特別
授業、キャンパスツアー、図書館ツアー、留学相
談等、ほぼ従来の内容で実施しました。学科説明、
特別講義、学食体験については、保護者の参加を
見送っていただきました。学食体験は、生徒ごと
に時間を割り当てて高校生に体験していただきま
した。
　2 点目は、感染予防対策の徹底です。当日の受
付は、学科ごとに受付場所を設置し、来場者に対
して検温、健康チェックシートの確認、COCOA
アプリの確認を行いました。来場者にはキャンパ
スで訪ねた場所や着座した座席を記録してもら
い、帰宅時に回収しました。各会場では、換気、
清掃、除菌をこまめに行い、来場者には間隔を空
けて着座いただきました。
　3 点目は、Web サイトやオンラインの併用です。
これらを併用することで、感染拡大地域にいる高
校生や長距離移動に懸念を持つ高校生に対し、参
加がしやすくなると考えました。オープンキャン
パス開催に合わせ、昨年度に引き続き大学ホーム
ページに、学長メッセージ、大学概要説明、キャ

ンパスライフ紹介、そのほか各学科説明及び特別
講義の録画動画を掲載した特別サイトを開設しま
した。特別講義については今年度新たに収録し、
昨年度の分と合わせて公開しました。また、個別
相談は、事前予約制による対面形式と、事前予約
制でオンライン通話ソフト Zoom を併用したオン
ライン形式の 2 通りの方法を併用して実施しまし
た。
　このような下で実施した結果、2 日間で 921 名
の参加がありました。オンラインの個別相談には、
計 67 名の参加がありました。
　参加した高校生へのアンケートによると、来
場者は山梨県内からの高校生が最も多く約 35%、
次いで静岡県からの約 17％でした。学年は高
校 3 年生が最も多く、約 72％を占めました。ま
た、来場者の約 70％が本学を第一志望としてい
ました。将来希望する職業は、教員が最も多く約
43％、次いで公務員約 22％でした。

　今年度の本学オープンキャンパスは、コロナ禍に
おいて夏季は来場形式、秋季は Web・オンライン
形式で実施しました。両オープンキャンパスのレ
ポートをさせていただきます。

夏季オープンキャンパス

2021年度

夏季・秋季オープン
キャンパス開催報告

▲夏季オープンキャンパス特別講義の様子
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　秋季オープンキャンパスは、10 月 9 日（土）
及び 10 日（日）の 2 日間、コロナウイルス感染
予防のため、全て Web・オンラインで実施しま
した。オープンキャンパス当日は、コロナウイル
ス第 5 波が急速に沈静化に向かっている状況下
だったのですが、準備や参加者募集のため実施形
式の判断を迫られたのは 8 月、まさに第 5 波が
猛威を奮っていた時期で、やむなく来場形式をあ
きらめました。

　夏季と同様に大学ホームページ上に特別サイト
を開設し、大学概要説明、キャンパスライフ紹介、
各学科説明及び特別講義の録画動画を掲載しまし
た。また、学科説明・特別講義、個別相談会を事
前予約制でオンライン通話ソフト Zoom を使用し
て実施しました。
　学科説明・特別講義は午前と午後実施し、2 日
間で計 414 名の参加がありました。個別相談会
は、各学科、教職支援センター、キャリア支援セ
ンター、下宿の相談を実施し、2 日間で計 64 名
の参加がありました。

　来場形式で実施した夏季と比較し、Web・
オンライン形式で実施した秋季の参加者数は
残念ながら奮いませんでした。コロナウイル
スの影響がまだなかった一昨年の夏季では 2
日間で 3,000 人以上の来場があったことと考
えますと、コロナウイルスで参加者数には非
常に大きな影響を受けていることが分かりま
す。
　夏季オープンキャンパスで実施したアン
ケート自由記述からは、「雰囲気がよくてよ
かったです」「初めてオープンキャンパスに
参加しましたが、一番良い印象でした」「と
ても優しい教授や学生の方々でした。入学し
たいという気持ちが高まりました」といった
肯定的な声が殆どを占め、実際にキャンパス

の雰囲気や教員、学生と接することで受験へ
の意欲が高まったことを確認することができ
ます。しかし、コロナウイルス禍において、
秋季のように今後も来場型のオープンキャン
パスが実施できるとも限りません。いかによ
り多くの高校生に本学を知ってもらい、また、
オープンキャンパスの代わりとなるような機
会を創出し志望動機を高めてもらうか、大き
な課題と考えます。
　夏季オープンキャンパスは大変な猛暑の
中、秋季オープンキャンパスはオンラインと
いうイレギュラーな方法での実施でした。準
備・運営に快くご尽力をいただいた教職員、
学生スタッフ、広報委員会の皆様、ありがと
うございました。　　　（広報委員長　鈴木健大）

夏季・秋季を振り返って

秋季オープンキャンパス

秋季オンラインオープンキャンパス特別講義の様子▼

▲
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　９月 22 日（水）、本部棟３階
大会議室において、令和２年度前
期修了・卒業証書の授与式が執り
行われました。
　今年は 11 名の学部卒業者のう
ち、8 名が出席しました。当日は、
担当教員をはじめ多くの教職員が
見守るなか、藤田英典学長より一
人ひとりに卒業証書が授与されま
した。
　その後、学長から卒業生に「送
ることば」として激励や祝辞が贈
られ、卒業生たちの前途を祝しま
した。

　11 月６日（土）に、地域交流研究センター自
然共生研究部門、学校教育学科の内山美恵子教授
による都留市十日市場・夏狩湧水群と忍野村忍野
八海を見学する市民公開講座「湧水さんぽ」が、
日本地下水学会市民コミュニケーション委員会の
協力のもと開催されました。
　当日は、富士急行線東桂駅から徒歩で菊地わさ
び園に集まり、地域交流研究センター長北垣憲仁
教授からの挨拶、日程説明などの開催セレモニー
を行いました。その後４班に分かれて太郎・次郎
滝などの夏狩湧水群を地下水学会の説明とともに
散策しました。また、午後からは忍野村の忍野八
海にまで足を延ばし、出口池からの湧水なども学
芸員と伴に見学しました。
　この見学会では日本地下水学会の会員の方々を
はじめ、山梨県富士山科学研究所職員内山高氏の
協力を得て、班分けをしたうえでの富士山麓湧水

についての詳細な解説や、本学学校教育学科の理
科教室の学生たちの地学小実験など、都留市や富
士山周辺の地下水について広く造詣を深める講座
となりました。

市民公開講座

前期修了者卒業式

湧水さんぽ

太郎・次郎滝の観察
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　令和 3 年 11 月 11 日 ( 木 ) 午後 6 時 15 分から
午後７時 30 分まで、本学自然科学棟Ｓ 6 地学実
験室と屋上天文台施設を使い市民公開講座「星空
観察会」が開催されました。
　この講座は今年 6 月 11 日に学校教育学科内山
美惠子教授と本学非常勤講師で国立天文台研究員
の古荘玲子氏により開催された天文学講座「星空
講演会」に続き行われたもので、今回は、代表的
な惑星である月や木星、土星などを中心に、自然
科学棟の天文台と屋上に設置した天体望遠鏡を使
い観察・解説を行いました。

　当初は 10 月の開催を予定したものの新型コロ
ナウイルス感染症の拡大状況が厳しく、11 月の
予備日に変更したうえ、感染防止対策のための定
員も 10 名に絞っての開催となりましが、開催当
夜は、日没後の冷え込みは厳しかったものの観察
するのには絶好の星空となりました。
　また、最後には 11 月 19 日の皆既月食にも触れ、
参加された方々からは、非常に楽しかったため、
季節ごとに開催してほしいなどのご意見も頂くな
ど小規模ながら好評な講座となりました。

　11月13日（土）午前10時から地域交流研究セ
ンター主催の市民公開講座「小学生向け英語講座
～英語であそぼう」が学校教育学科上原明子教授
と同学科担当ゼミ学生により開催されました。
　参加した小学生は１年生から６年生の全学年の
ため、教科科目として取り組んでいる５、６年生
や低学年児童、特区のある学校などにより個別の

英語レベルに差があるため、ゲームやクイズなど
本学学生が個別に指導するなどして全員が楽しみ
ながら学べる講座となりました。本学学生にとっ
ても学校教育学科の学生が中心であったため、教
員としての指導経験として活かせるものとなりま
した。

星空観察会

英語であそぼう

月・木星・土星についての解説屋上天文台での天体望遠鏡を使った観察

ゲームやクイズをしている様子 本学学生が個別で指導する様子
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子ども公開講座を開催

　初回は、東京オリンピック祝日の
7月 22 日（木）に本学 5 号館 201
教室において、国文学科野中潤教
授による「ユーチューバーになろう！」
が開催され、中高学年児童を対象
にして、iPadを使用して「むかし話」
を音読するデジタル絵本をつくり、
その動画をユーチューブに掲載し配
信しました。

　7 月 23 日（金）のスポーツの
日には本学体育館において中高学
年児童を対象として、本学出身で
元女子単距離オリンピック選手の
佐野夢加特任講師による走り方教
室「ロンドンオリンピック選手と
走ろう！」を開催しました。走り
方の指導の最後には、東京オリン

ピックの聖火トーチの実物を使っ
たリレーも行われました。

　7 月 24 日（土）には学校教育
学科　竹下勝雄教授、青木宏希特
任教授による「木を使って工作を
しよう！」で、美術教室の学生た
ちの指導のもと中高学年の児童が
複数の木切れを組み合わせ、造形
物を創作したうえ、絵の具で色を
塗りました。これらの木工造形物
については、それぞれの子ども達
がその説明をしてもらうなど発表
会を実施しました。

　7 月 25 日（日）には前日と同
じく学校教育学科美術教室の山本
直紀特任教授、小俣英彦非常勤講
師による「陶芸にチャレンジ」を
開催し、同教室の学生と中高学年
児童が共に板状の粘土を使って、
お皿やカップなどの器を作成しま
した。

　7 月 31 日（土）には、自然科
学棟の実験室において、学校教育
学科　山田暢司特任教授による

「ドライアイスのふしぎ」を開催
しました。この講座は小学校１年
生から４年生の低学年向けであっ
たため理科教室の学生たちがアシ
スタントとして細かく指導しなが
らドライアイスを使った簡単な実
験を行い理科の面白さを体験しま
した。

地 域交流研究センターではコ
ロナ禍にある中において

も、子ども向け公開講座をはじめ
とする各種公開講座が安心安全に
開催できるよう検温や定員制限な
ど各種感染防止対策も講じたうえ
で、地域の子どもたちが安心して
参加できますよう努めてまいりま
す。

都 留文科大学地域交流研究センター主催の「子ども公開講座」が都留市教育
委員会の「放課後子ども教室」事業と連携して子どもたちが夏休み期間と

なった 7 月下旬の東京オリンピック連休に集中して５回に渡り開催しました。
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教員免許状更新講習教員免許状更新講習
　本学では例年、教員免許状更新講習を開設しております。13 年目を迎えた今年度は、6 月 19 日から 7
月 11 日までの土曜日又は日曜日、計 6 日間にわたり 13 講習を開設し、延べ 171 名が受講しました。
　開設した講習は以下のとおりです。

領　　域 講　　習　　の　　名　　称 講　　師

【必修領域】 教育の最新事情 佐藤 隆 教授
中川 佳子 教授

【選択必修領域】

法令改正及び国の審議会の状況等 廣田 健 教授

新学習指導要領に対応した外国語科及び外国語活動の授
業づくり 上原 明子 教授

学校における ICT 活用授業と情報モラル教育 日向 良和 准教授
吉岡 卓 特任准教授

【選択領域】

子どもの深い学びを支える算数科教材研究と授業づくり 新井 仁 准教授

「主体的、対話的で深い学び」を具現化する小学校国語
科授業 春日 由香 教授

魅力的な教材開発や実験指導における実践的な取り組み
について 山田 暢司 特任教授

社会科の新しい動向と教材作り 西尾 理 教授

新学習指導要領実施に対応した中学校・高校における英
語の授業づくり 萩原 一郎 特任教授

1 人 1 台の端末環境を整備する GIGA スクール構想は
国語科の授業をどう変えるか 野中 潤 教授

学級集団育成の理論とグループアプローチ 品田 笑子 非常勤講師

地層と化石の観察 鷹野 貴雄 非常勤講師

子どもたちの心と関わるために 早川 惠子 非常勤講師

夏季集中講座「現職教員教育講座」を開催しました
　地域交流研究センターでは、7 月 26 日（月）に本
部棟３階大会議室において、「現職教員教育講座」を
開催しました。本講座は、県総合教育センターの中
堅教諭等資質向上研修で選択講座に指定されており、
県内の小中学校・高校・支援学校から延べ 81 名の現
職教員の方々が受講されました。

　当講座は午前・午後の 2 部に分かれており、午前
の部では学校教育学科 堤 英俊 准教授の『教育現場
におけるユニバーサル・デザインの利用』について、
午後の部では教職支援センター 宮下 聡 特任教授が

『道徳性の涵養』についてを、それぞれ担当され講義
が行われました。
　今回の開催にあたっては、学内の教室が新型コロ
ナウイルス感染症対策のため例年使用する教室確保
が困難となったため、通常教室としては使用しない
本部棟の大会議室での開催となりました。会場での
密を避ける座席配置や換気の徹底、マスク着用、手
洗い消毒などを行い、受講者や担当講師も安心して
受講できるよう感染防止対策を徹底したなかでの講
座開催となりました。
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Farming and Hunting
国際教育学科　ノルドストロム・ヨハン

When	I	moved	from	Tokyo	to	Tsuru	in	2020,	I	asked	
myself	 two	questions;	what	could	I	do	 in	Tsuru	that	
had	not	been	possible	while	living	in	a	big	city,	and	in	
what	small	way	might	 I	be	able	 to	contribute	 to	 the	
community	around	me?
　　I	realized	that	moving	to	 the	countryside	would	
give	me	the	opportunity	pursue	two	different	past-time	
interests,	 both	 separate,	 yet	 intimately	 connected:	
farming	and	hunting.	I	have	many	memories	of	helping	
my	family	with	the	fruit	trees	and	various	bushes	that	
grew	in	our	garden	in	Sweden.	I	had	for	a	long	time	
wanted	 to	 reconnect	with	 that	heritage.	Although	 I	
had	been	fascinated	by	the	act	of	hunting	as	a	means	
of	connecting	to	 the	wild	and	as	a	source	of	healthy	
sustenance,	hunting	was	for	me	uncharted	territory.	
　　Living	 in	Tsuru	gave	me	a	 chance	 to	do	both,	
and	 I	believe	 that	 they	also	 allowed	me	 to	 connect	
with	 the	 local	community	 in	a	way	 that	 I	would	not	
otherwise	have	been	able	 to.	The	 local	hunters	are	
often	also	engaged	in	small	scale	farming,	and	I	know	

many	who	utilize	their	hunting	skills	to	protect	their	
crops	from	deer,	boar	and	monkeys.	One	senior	hunter	
told	me	that	even	though	hunting	 is	enjoyable	 in	and	
of	 itself,	as	 it	brings	us	closer	to	nature	and	allows	
us	 to	harvest	healthy	and	sustainable	meat,	we	must	
not	forget	that	hunting	also	fulfils	a	vital	function	of	
protecting	 the	 livelihood	of	many	rural	communities	
that	are	relying	on	agriculture	and	forestry.	
　　Although	the	number	of	active	hunters	 in	Japan	
is	decreasing,	 during	my	 time	at	Tsuru	University,	
I	 have	 been	 glad	 to	 see	 several	 students	 show	 an	
interest	in	starting	to	hunt.	In	the	future	I	hope	that	
more	young	Japanese	men	and	women	will	come	to	see	
hunting	as	not	only	a	way	 to	come	closer	 to	nature	
and	to	eat	delicious	game	meat,	but	also	as	a	way	to	
contribute	to	one’s	local	community.	
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